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実サービスにおける対話システムは 
タスク指向型対話がメイン 

課題： 
新規ドメイン展開時のコールドスタート問題 

● 対話システムの評価や事前学習に使えるデータが  
手元に無い 

● ドメインが異なればタスクや発話内容が変わるため  
既存データを使うことは難しい  

● 十分なログデータが貯まるまで長い時間がかかる  

⇒新規ドメイン，新規タスクの対話データを 
　効率よく収集できる基盤が必要 

タスク指向型対話システムの実運用上の課題

タスク指向型対話の例：Multi-WOZ 2.2[1] 

[1] Xiaoxue Zang, Abhinav Rastogi, Srinivas Sunkara, Raghav Gupta, Jianguo Zhang, Jindong Chen, “MultiWOZ 2.2 : A Dialogue Dataset with 
Additional Annotation Corrections and State Tracking Baselines”, In Proceedings of the 2nd Workshop on Natural Language Processing for 
Conversational AI, 109–117, 2020.
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目的：日本語タスク指向型対話コーパス作成のための
対話収集基盤構築

● 対話インストラクション生成機能やシミュレーター機能を含んだ 

拡張性のある対話収集基盤を構築する 

 

 

● クラウドソーシングを用いて対話データを効率よく収集する 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対話収集基盤

チャットツール 
Chat Collection Framework[2] 

対話インストラクション  
生成機能 

予約シミュレータ機能  

[2] 児玉 貴志, Frederic Bergeron, 新 隼人, 田中 リベカ, 坂田 亘, 黒橋 禎夫, “クラウドソーシングで利用可能な日本語対話収集基盤”, 言語処理学会第27回

年次大会, 2021.  https://github.com/ku-nlp/ChatCollectionFramework
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構築した対話収集基盤を用いて社内で対話データを収集

● 参加人数：19組38名（コールセンター業務担当者含む）  

● タスク：クリニック予約（クリニック名検索/空き枠検索/予約）  

● 対話数・発話数：38対話，559発話（1対話あたり14.3発話） 

● 対話完了率：100 % 

カスタマー役とオペレータ役が
交互に会話する
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シミュレータ，対話インストラクションに課題がある

予約シミュレータの操作に手間取り時間がか
かっている 

● オペレータは最大4画面（チャット，イン
ストラクション，クリニック/空き枠検索）
同時に開きながら作業している 

● クラウドワーカーの場合，更に時間が
かかる/途中で辞める恐れがある  

予約が取れなかった際にオペレータの代
替案をそのまま受け入れてしまう  

● 予約が取れなかった場合  
どこまで妥協するのかは  
カスタマーに任されている  

● 対話を継続するインセンティブが無
いので提案をそのまま受け入れて
いる？ 

対話インストラクションの条件に合致する予約枠が存在するのにもかかわ

らず，代替案をそのまま受け入れている 

対話完了にかかった時間[分] 

平均：14.3 分 

最小：4.9 分 

最大：32.7 分 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ロードマップ

目的：日本語タスク指向型対話コーパス作成のための対話収集基盤構築 
 

● Phase 1：対話収集基盤構築，社内実験（完了） 

● Phase 2：クラウドソーシングを用いたデータ収集 

○ クラウドワーカーが対話途中に離脱することを防ぐためにシミュレータを改良する  

● Phase 3：対話インストラクション自動生成機能の実装 

○ より現実的な対話を収集するために，曖昧性のある発話や妥協を促す対話インストラクションの生

成に取り組む 

● Phase 4：データセット公開/他ドメインへの展開 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